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カテゴリーⅠ（１） 

・子ども達が夢中になって遊ぶことができる環境をつくる。 

・遊びが途切れないよう遊びのサイクルを意識して、遊びがつながって

いくようにする。文章化し職員で話し合いや振り返りを行う。 

 

カテゴリーⅠ（４） 

・事故やヒヤリハットの報告をその日のうちに行い、職員に周知する。

事故を未然に防ぐようにする。 

・今年度の引き渡し訓練は総合避難訓練と同日に行う。非常食も食べ防

災意識を高める。 

 

カテゴリーⅠ（７） 

・研修開催情報収集と職員の情報提供をする。 

・キャリアパスを見据えた職員一人一人に必要な資質向上研修計画の作

成と実施を行う。 

・園内リーダー養成研修を通し、事例検討を行い、職員間の語り合いを

行う。 

 

カテゴリーⅡ（８） 

・子どもが園で過ごす様子を見られるよう、保育参観や保育参加のやり

方を工夫する。 

・クラス懇談を実施し、子育ての悩みや喜びを保護者同士で共有できる

場を設ける。 

 

カテゴリーⅡ（９） 

・遊びの中の学びを保護者にわかりやすくドキュメンテーションで知ら

せ、掲示したり配信したりする。 

 

カテゴリーⅣ（１８） 

・保育研究大会で発信し、他園と意見交換を行い実践に活かしていく。 
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カテゴリⅠ(１) 

・遊びを単発で終わらせず、翌日や

次週へ「期待感」をつなげるための

環境構成に注力したことで、遊びの

持続性が向上した。 

・活動の連続性は確保できたが、遊

びの深まりにはまだ課題がある。子

どもが「もっとやりたい」「こうした

らどうなるだろう」と思える環境や

きっかけをつくっていきたい。 

・遊びの中の子どもの学びの見取り

も、リーダーを中心にしながら話し

合いをすることができた。今後も行

っていきたい。 

 

カテゴリーⅠ(４) 

・重大な事故を未然に防ぐための事

故報告は徹底できた。ヒヤリハット

事例については、報告漏れや個々の

気づきで終わってしまうケースが多

かったところが課題である。 

・次年度はヒヤリハットの報告書の

様式を改善し、事例を共有する時間

を確保する。 

 

カテゴリーⅢ(８) 

・保育参観という形態で保護者と保

育の過程を共有する機会が少なかっ

た。その分子どもがどのように試行

錯誤し成長しているかというプロセ

スを可視化(ドキュメンテーション

や写真など)して発信することがで

きた。今後もしていく。 
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